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水素の社会実装を目指して 
―2050年カーボンニュートラルへの貢献―
2050 年カーボンニュートラルへ．
水素はどこまで来たか．「つくる・ためる・はこぶ・つかう」技術と社会実
装に迫る．

　次号特集

ダイハツ　MOVE　RS 2WD
30年間，お客様に寄り添い続けてきた「MOVE」が進化．
スライドドアを採用し，MOVE らしい動く姿が美しいデザインと基
本性能，最新の安全性能，利便性，快
適性，お求めやすい価格を高次元でバ
ランスさせました．

車名・型式 MOVE　5BA-LA850S
全　　　長 3,395 （mm）
全　　　幅 1,475 （mm）
全　　　高 1,655 （mm）
車 両 重 量 890 （kg）
車 両 定 員 4 （名）
最小回転半径 4.7 （m）
総 排 気 量 658 （cc）
最 高 出 力 47 ［64］/6400 （kW/rpm）
最大トルク 100 ［10.2］/3600 （Nm/rpm）
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